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重要な注意事項 金融商品のお取引にあたっては、各商品等に所定の手数料等（国内上場株式、ETN（上
場投資証券）、ETF（上場投資信託）等取引の場合は約定金額に対して最大1.43％（税込）

［ただし、193,000円以下の場合は、最大2,750円（税込）］の委託手数料、投資信託の場合は銘柄ごとに設定さ
れた購入時手数料および運用管理費用等の諸経費、等）をご負担いただく場合があります。外国株式の委託取引に
は、現地委託手数料と国内取次手数料の両方がかかります。現地委託手数料等は、その時々の市場状況、現地情勢
等に応じて決定されますので、その金額等をあらかじめ記載することはできません。詳細はお取引のある部店まで
お問合せください。国内取次手数料は、約定金額に対して最大1.1％（税込）が必要になります。債券の取引は、購入
対価のみお支払いいただくことになります。また、各商品等には価格の変動や、投資対象とする有価証券の発行者の
信用状況の変化、金利・為替相場の変動等により損失を生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスク
は異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面等をよくお読みください。本資料は信頼できると思われる情
報をもとに当社が作成したものですが、その正確性・完全性を保証するものではありません。また、将来の運用成果
等を保証するものではありません。目論見書等のご請求は店舗窓口までどうぞ。

オルホン渓谷の文化的景観

2000年以上におよぶ
遊牧の歴史を今に伝える

ンゴル中北部のオルホン
川両岸に広がるオルホン

渓谷。豊かな水と肥沃な土壌に恵
まれ、先史時代からさまざまな遊
牧民が生活の拠点としてきた。
　考古遺跡が数多く残り、古いも
のでは6～ 7世紀にテュルク系遊
牧民族が残したオルホン碑文が名
高い。遊牧民族最古の文字といわ
れる突厥（とっけつ）文字によっ
て、当時の王を称える文句が刻ま
れている。ほかにも8～ 9世紀に
興ったウイグル帝国の王宮跡が
見られるハルバルガス遺跡や、13
～ 14世紀に栄えたモンゴル帝国
の首都カラコルムの遺跡、16世紀
に建立されたモンゴル初の仏教寺
院であるエルデニ・ゾー寺院など、
見どころが豊富だ。
　遊牧の歴史は今も受け継がれ、
草原にはモンゴル特有の移動式住
居「ゲル」が建つ。遊牧の歴史を
現代に伝えるエリアとして、2004
年に世界文化遺産に登録された。登録国 モンゴル

登録年 2004年
登録区分　文化遺産

家畜とともに草原を移動しながら生活するモンゴルの遊牧民は、「ゲル」と呼ばれる移動
式住居で暮らしている。移動するときにはゲルを解体し、部材をラクダなどの家畜やトラッ
クに載せて運搬する。近年はゲルを利用した宿泊施設が増え、観光客に人気を集めている。

アジアの
世界遺産
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※当資料掲載ファンドは最大年率0.45％の運用管理費用をご負担いただきます。

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号
加入協会:日本証券業協会・一般社団法人 資産運用業協会・
一般社団法人 金融先物取引業協会・一般社団法人 第二種金融商品取引業協会・
一般社団法人 日本STO協会


